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手札がなくなれば

左の反応では反応に使える化合物は硫酸(H₂SO₄)と
指定されていますが、1つの反応に対し、使える化合物
の候補が複数ある場合もあります。例えば反応に必要
な化合物として 酸化剤 と書かれた反応では、「属性」
が酸化剤である化合物なら何でも使うことが可能です。

属性はカードの縁に示されています。
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進行チップ
（反応中）
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⑤の反応で使われることが多いのが無水酢酸です。
無水酢酸はアセチルサリチル酸の生成など、様々な
ところで利用されます。
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裏返す

一度は場Pとして行動したとしても、二回目
以降にターンが回って来た場合はこちらの
ターン行動を取ることになります。

場Pのターン行動②「反応進行」では進行
チップ（反応完了）が置かれた化合物しか選
べないのに対し、こちらでは進行チップ（反応
中）が置かれた化合物しか選べません。
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場に硫酸を出す 赤色の化合物の中から
ベンゼンを選択
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他のカードの代わりとして使用可
（ジョーカー・ワイルドカード）
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50%の確率でH₂SO₄として使用可
（説明書「混酸の特殊な利用法」を参照）
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カードを必要としません

酸 (>-COOH)を出すことで一気
にクメンヒドロペルオキシドま
で進むことができます

クメンを 酸(>-COOH) によって分解すると、
フェノールとアセトンの二つの化合物が生成
されます。この場合に限り、全プレイヤーは場
が流れるまでフェノールから繋がる反応経路と
アセトンから繋がる反応経路の両方を並行
して進めることが可能です。場のカードが流れ
たら両方の進行チップを反応完了に変えてくだ
さい。

MAP

混酸は50%の確率で硫酸(H₂SO₄)として利用することができます。手順は以下の通りです。

1. 硫酸を必要とする反応を混酸で行いたい
 時に、「混酸チャレンジ」と宣言する。

2. 混酸チャレンジ用チップでコイントスを
 行い、成功した場合は混酸を場に出して
 反応を進める。
3.  失敗した場合は混酸を手札に戻し、時計 
 回りに隣のプレイヤーにターンが回る
 （パスと同じ扱い）。
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Q. クメンヒドロペルオキシドを分解した後、ピクリン酸が生成
され、爆発し、二酸化炭素で消火しました。この状況で

 アセトンの方の反応を進めることはできますか？

A. できます。
通常は消火に成功したプレイヤーが次の場Pとなりますが、
この場合はアセトンの方の反応を続け、最後にカードを

 出したプレイヤーが次の場Pとなります。

Q. 「反応物」とは何ですか？

A. 他のすべての反応カードの代わりとなるオールマイティカードです。トランプの
大富豪におけるジョーカーと同様のものです。予備のカード等ではありません。

Q. 禁止上がりはありますか？

A. ありません。
反応物での上がりや、酸化還元・中和での上がりも問題なく認められます。
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こちらの反応
を進めます

プレイヤー 1が
フェノールの反
応経路を進める

次にプレイヤー 2が
アセトンの反応経路
を進める
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